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★大道芸案内 

主な大道芸スポット（土・日・祝日など、通年大道芸が見られるポイント） 

■大阪・天保山海遊館広場 https://www.kaiyukan.com/thv/marketplace/

■大阪パフォーマーライセンス http://www.osaka-performer.com/index.php 

■名古屋･大須ふれあい広場  ■名古屋 POP UP ARTIST http://popup-artist.com/index.html 

■しずおか大道芸の街 http://shimarukai.org/  ■江ノ島大道芸 https://www.fujisawa-kanko.jp/feature/daidogei.html 

■ヨコハマ大道芸（山下公園、グランモール公園、ジャックモール）https://www.studioeggs.com/street-performance/  

■お台場・デックス東京ビーチ■みなとみらい東急スクエア■テラスモール湘南 www.studioeggs.com    

■東京都ヘブンアーティスト https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/bunka/heavenartist/  

■中部大道芸ネットワーク https://www.facebook.com/npocdn/  

■仙台まちくるパフォーマーズ https://machi-kuru.com/performers  

 

★浅草雑芸団の旅 

2024 年 1 月２日（火）11：00～15：20 井の頭自然文化園お正月イベント 

      1 月３日（水）10：00～15：30 はるこま七福神めぐり 隅田川七福神の各寺社、および弘福寺 

       1 月４日（木）13：30～14：30 すみだ郷土博物館 お正月イベント 

      1 月７日（日）13：00 より 有楽町よみうりホール 新春の賑わい・江戸の伝統芸能特選 主催・民音 

 

★今月の大道芸公演    

△伊勢内宮前・おかげ横丁・新春郷土芸能 https://okageyokocho.com/main/2023/12/05/kyoudogeinou/ ○伊勢内宮おかげ横丁 

  ●1月１（月）伊勢萬歳 

  ●1月６（土）恵利原の早餅つき 

  ●1月７（日）入江和歌囃子／八幡獅子舞 

  ●1月１４（日）伊勢大神楽 

  ●1月２１（日）浜田大山車の舞獅子 

△墨田公園オープンカフェ大道芸  https://twitter.com/ottosaiko/status/1736003767080997113 ○墨田公園 TULLY'S COFFEE横 

  ●１月１（月）メランコリー鈴木、東雲ゴールド、SUKE３＆SYU、【スタチュー】なにみてるの? 

 ●１月２（火）【回遊】ジェンガ金次郎、【スタチュー】ひこひこ 

 ●１月３（水）サクノキ、東雲ゴールド、鈴木拓矢、【回遊】音姫金魚、【スタチュー】june bride、ひこひこ、なにみてるの?、 

△名古屋城冬まつり https://www.nagoyajo.city.nagoya.jp/fes2023-2024/winter/ ○名古屋城本丸御殿 

  ●1月１（月）10：00 名古屋城初開門＆御殿万歳  

尾張万歳今枝社中、名古屋おもてなし武将隊®、PSJあいち戦国姫隊、徳川家康と服部半蔵忍者隊 

  ●1月１（月）２（火）独楽太郎 

  ●1月３（水）オマールえび 

△KYOTO大道芸祭 2024 https://www.npokpa.com/KyotoStreetProject/fes2024/ ○ゼスト御池地下街 

  ●１月２（火）11：45～16：00 

   サンキュー手塚、ちはる！、HOOPER MAEP、りずむらいす、シンクロニシティ、リスボン上田、ロッキィー 

  ●１月３（水）11：45～16：00 

   サブリミット、Kay、渡辺あきら、りずむらいす、シンクロニシティ、リスボン上田、ロッキィー 

△松を寿ぐ 徳川園のお正月・新春萬歳公演  https://www.tokugawaen.aichi.jp/event/20231213/index.html ○名古屋市・徳川園 

  ●1月３（水）11：00 /14：00 

  尾張萬歳・今枝社中、【特別出演】十二代目上羽太夫二代目早川伊右衛門 

△ネッツトヨタニューリー北大阪新春初売り 2024 https://www.netznewly.co.jp/event/jonetz ○ネッツトヨタニューリー北大阪 

  ●１月４（木）～８（月祝）11：00～ /14：00～ 
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   パフォーマーKASSAN（豊中店）/すごろく（池田店）/Akiya（千里店）/MIKIYA（箕面小野原店）/大道芸人 SEI（吹田店）/ 

   催眠術師・城咲りょう（吹田店）/マジシャン honoka（緑ヶ丘店）/アルカン（豊中少路店） 

△第 19回さいたま新副都心大道芸フェスティバル https://www.saitama-arena.co.jp/event/daidougei2024/ ○さいたま新副都心 

  ●１月６（土）７（日）11：00～ 

   中国雑技芸術団、Asia Gold Pro Wrestling、Asterik NOVA、clownものまる、Hibi★Chazz-K、Hiro&AG、ideo２、izuma、K-TARO、 

   NAOKO、Performer SYO!、SEOPPI、TOMI、Versatile Duo、Witty Look、Yo-Yo Entertainer TOMMY、エキセントリック吉田、 

   エキストリーム芹川、江戸系あやつり人形、片腕のマジシャン HARU、加納真実、川村健太、串田こうさく、芸人まこと、小林智博、 

   ココナッツ山本、サクノキ、サブリミット、３ガガヘッズ、サンキュー手塚、シルヴプレ、ジャグラーコーヘイ、松鶴家天太、聖寿、 

   ゼロコ、なつかよ、熱血大道芸人ドラマチックガマン、バーバラ村田、ハッピーゴリラ R、フレディーノ、まさきち、結城敬介、 

   油井ジョージワンマンバンド 

  【ウォーキングアクト】Okk、STILTANGO、音姫金魚、ガンジスインダスドーダス、フェイスペインター☆ミホウ（６日のみ） 

  【定点アーティスト】Shiva、アートパフォーマー☆ファイター☆、アストロノーツ Mark2、海賊自動人形じっきぃ・すぱろう、 

    コバヤシユウジ、パントマイムプロレスリング、ボールド山田、松本かなこ 

△尾張城本丸御殿・新春恒例「尾張万歳」 https://evecamplus.com/event/detail/757 ○名古屋城本丸御殿・孔雀之間 

●1月７（日）11：00～12：00 

  尾張萬歳・今枝社中、【特別出演】花柳磐優愛 

△光が丘つながり大道芸 https://twitter.com/Hiraku1016/status/1738008973733949888/photo/1 ○練馬区・光が丘公園 

  ●1月７（日）Juggling Drummer GAKU、SUR DE WAVE、Juggling Performer DAISUKE、ちぇん、YUKI 

●1月８（月祝）Komatan、SUR DE WAVE、NOA、ものまる、YUKI 

△新春の賑わい 江戸の伝統芸能特選 https://www.min-on.or.jp/play/detail_221914_.html ○有楽町よみうりホール 

  ●１月７（日）13：00開演 

  【出演】林家正蔵、土師流松本源之助社中（太鼓・笛・寿獅子舞ほか）、浅草雑芸団、林家つる子、林家ぽん平 

￥４５００ 

問合せ：０３-３２２６－９９９９（MIN－ONインフォメーションセンター） 

△須崎縁日商店街フェスティバル https://www.city.susaki.lg.jp/life/detail.php?hdnKey=4804 ○高知県須崎市中心市街地商店街 

  ●1月７（日）８（月祝）石原耕 

  ●1月１３（土）１４（日）荒木巴 

△現代サーカス「境界」京都公演 https://gunosy.com/articles/eJg9s ○関西エアリアル沓掛ｽﾀｼﾞｵ 

  ●1月１３（土）12：00＆15：30 /１４（日）13：30 

  【出演】安本阿佐美、岡野亜紀子、板倉佳奈美 

  一般・前売り￥３０００（当日３５００）/学生・前売り￥２５００（当日￥３０００） 

  チケット： https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/02cyrngdxia31.html  

  問合せ： coscoopp@gmail.com / Tel 080-7555-6432 

△アトリエ西濱アトリエシアター https://www.facebook.com/osaka.city.human.rights/?locale=hi_IN ○大阪・芦原橋駅高架下 

  ●1月２０（土）14：00～ 

  伊勢萬歳・村田清光師を招いて 

△ダメじゃん小出の黒く塗れ！vol.51『新春 18きっぷ』 https://koideiinoda.jp/theaterlive.html ○横浜にぎわい座（のげシャーレ） 

  ●1月２７（土）昼の部 14：00 / 夜の部 18：00  

  新春恒例の鉄道をテーマにしたトークステージ 

  前売り￥２１００（当日￥２６００） 

△現代サーカス「境界」埼玉公演 https://gunosy.com/articles/eJg9s ○Circus Laboratory CouCou 

  ●2月３（土）15：00 /４（日）13：30 

  【出演】安本阿佐美、岡野亜紀子、板倉佳奈美 

  一般・前売り￥３０００（当日３５００）/学生・前売り￥２５００（当日￥３０００） 

  チケット： https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/025x7gynxia31.html 

  問合せ： coscoopp@gmail.com / Tel 080-7555-6432 

△伝説の大道芸コラボレーション「SP」https://twitter.com/SP20240216 ○築地本願寺ブディストホール 

  ●2月１６（金）～１８（日） 

  Idio２×りすむらいす、【ゲスト】ブンブク（16日）、加納真実（17日）、桔梗ブラザーズ（18日） 

  主催：スタジオエッグス 
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若林正の 

食って極楽 
芝居の栄養補給・・・ 

       王子駅近く 「弥生亭」 

師走の舞台も、満員御礼で盛況の千

秋楽を打ち上げることが出来た。一日2

回公演五日間というハードなスケジュ

ールだったが、劇場が王子駅前で、気

分的には楽な公演であった。芝居中の

食事は昼公演が終わった4時頃に摂る。

いつもならコンビニ等で買った軽食で

済ませるところだが、この劇場の裏口

の隣に「弥生亭」という名の街中華が

あった。 

 共演役者が舞台の仕込み日に、そこ

で食べて「あの店美味いよ」と言って

たのを聞き、翌日早速出かけたのだ。

なにしろ楽屋から 2 分ほどで行けるの

である。メニューは60種類以上と豊富

な中から選んだのは、カレー中華丼

¥970。まぁカレー味の中華丼なのだが、

これが美味！ ボリュームがあり、辛味

は控え目だが後を引く濃いめの味付け

でペロリ。これに味をしめ、舞台合間

のメシはここに決定。その後五目焼き

そば、辛味肉炒め定食、ソース焼きそ

ばと通いつめた。最後の焼きそばの時

には、店のおばちゃんがライスをサー

ビスしてくれて感激！ 

 

まぁ後輩の若い役者達を連れていっ

て、暇な時間帯に売り上げ貢献したか

らね。観に来てくれた友人T氏夫妻が、

観劇前にここで食事して「あの店は美

味かった」と言ってくれたのは何故か

嬉しかった。 

○ラーメン類を食べてなかったのが残

念、又行きたい度＝14ワカ 

 

大道芸･見たり･聞いたり・演じたり 

☆その 386 

サーカス学校発表会 

           上島敏昭  

 

●沢入国際サーカス学校 

 沢入（そうり）国際サーカス学校の発表

会が 12月 16日（土）17日（日）に行われ

た。同校は 2001年に、群馬県勢多郡、旧

東村沢入の廃校となっていた小学校の校

舎と体育館を利用して開校された。国際

サーカス村構想の一環で、それに先だっ

て同村の座間に資料館が作られている。

同校は、その後、2006 年、東村が近隣の

大間々町と笠懸町と合併してみどり市とな

り、さらに昨年、廃校となっていたみどり市

神戸（ごうど）の旧東中学校の体育館に移

転して、現在にいたっている。住所は、沢

入から東町神戸に移転したものの、学校

名はいままで通り「沢入」の地名を踏襲し

ている。 

東京から訪問するとなると、それだけで

ちょっとした遠足だ。浅草発、東武特急の

「赤城」行きに乗って、2 時間あまり、相老

駅で下車。これから「わたらせ渓谷鉄道」

に乗り換えて、9 つ目、さらに 40 分ぐらい

で神戸駅に着く。以前は、もうひと駅先の

沢入が最寄り駅だったから、すこしアクセ

スが楽になった。 

駅もちょっと大きくなって、列車の車両

を利用した食堂も併設されているし、土産

物の草まんじゅうも販売している。とはい

え無人駅のようだ。ちなみにわたらせ渓

谷鉄道は全線、スイカやパスモなどの交 

通系カードは使用不可、現金のみ。東京

の電車に乗り慣れた身には、これまたちょ

っとした異文化体験だ。政府はデジタル

化だのマイナカードだのと唱えているが、

これが日本の現実と知って欲しい。 

 

●在校生と卒業生の活躍 

 学校はここから歩いて 5分とある。ところ

がこの 5分が、急な登り坂で、けっこうきつ

い。日頃の運動不足を痛感した。開演は

13：00。約 15 分前に会場に到着すると、

ぞくぞくとお客さんが集まっているところだ

った。知り合いの顔もちらほら見える。 

 

時間になると、校長の関口渉さんが舞

台に登場して、開演の挨拶。同校の発表

会は毎年、前期・後期、それぞれの終わり

に行ってきたこと、この日の公演は第一部

が在校生５人による舞台、第二部が卒業

生６人の舞台で、あいだにすこし休憩を

はさんで約 2時間であることを述べ、また 

在校生の一人がディアボロの海外コンテ

ストで優勝したこと、卒業生がラスベガス

のショーに招待されたことなどを報告し、

本日は無料公演だが、帰りにぜひカンパ

を、と呼びかけた。またこの時期の発表会

は寒さに震えることが多かったが、今年は

暖かいとも話した。そういえば、十数年

前、はじめて発表会を見に来たときは、あ

たりいちめん白銀の世界で、ストーブをガ

ンガン焚いてもお客さんは厚いコートを着

たままで震えていたことを思い出した。こ

の日は、コートどころか T シャツにちかい

格好の人もいるほど。今年は特別とはいう

ものの、だんだんと暖かくなっているのは

間違いない。 

挨拶につづいて演芸がはじまる。 

 

●当日の演目 

 幕開きは、男女３人による簡単なダン

ス。そこに男２人が加わって、人間ピラミッ

ドを作ってポーズ。あとはひとりひとりがア

クロバットや曲芸を演じていくというスタイ

ルだった。演目は次の通り。 

 



 

1.シルホイール（約 2 ﾒｰﾄﾙのリングと一体

化して転げ回るアクロバット） 

2.ハンドバランス（1 ﾒｰﾄﾙほどの高さの台

上での逆立ち）※前ページ写真 

3.リンキング・リング（二本のリングを使うマ

ジック、コミック仕立て）※写真、下 

4.シルホイール 

5.ボールジャグリング（３つから７つまでの

使い分け） 

6.ディアボロ（中国こま）※写真、下 

 

7.シルホイール（女性）※写真、上 

8.ローラボーラ（円筒の上に板を載せ、そ

の上に立ってバランスを取る） 

9.ディアボロ（ふたりで。コミック仕立て） 

10.ディアボロ（ディアボロの祖国である台

湾のコンテストで優勝した演技） 

約 10分の休憩を挟んで、第二部。 

1.サクノキ（クラウニング。帽子） 

2.渡辺翼（ディアボロ） 

3.HONOKA（コントーション。軟体人間。

仰け反って両手両足を地面につけ、弓で

的を射る） 

4.健太（シガーボックスを使った逆立ちな

ど） 

5.油布直輝（当サーカス学校講師。シル

ホイール） 

6.吉川健人（ラスベガスのショーに招待出

演が決定している演目。額に約 5 ﾒｰﾄﾙの

棒を立てて、その上の皿にボールを投げ

入れる。高い一輪車に乗って、約 20 ｾﾝﾁ

のボールのジャグリング） 

7.最後は全員出演して、お客さんも巻き

込んで、風船の投げ合い。 

 

●個人的な感想 

サーカス学校の卒業生はもちろんだ

が、生徒にしても、大道芸や舞台でそれ

なりに活動していた者たちであり、この世

界で生きていこうとの意思もあるので、ひ

とりひとりの演技の質も高い。シルホイー

ルの演目が何回も出るのは、それを稽古

している者が多いからだろうが、それぞれ

が異なった見せ方をしていて、違いやレ

ベルが推し量られて、逆におもしろかっ

た。全体の演出は講師の油布さんがおこ

なったそうだが、演技と演技のつなぎ方や

演目の並べ方など、かなりの工夫が感じ

られた。 

実は、11 月に栃木県佐野市田沼の公

民館の催しに、浅草雑芸団とサーカス学

校の連名で共演している。そのとき私は

在校生の演技を見ているのだが、そのと

きとはまた違う演目が並んでいて、当然と

いえば当然なのだろうが、努力しているこ

とに感心した。もう何年も同じ演目しか手

掛けていない自分たちが、不甲斐なく恥

ずかしくなった。 

 

●ガザにサーカス劇場を 

その後、国際サーカス村から通信が届

いた。そこに、演出を担当した講師の油

布直輝さんが、「講師としての一年を振り

返る」という一文を寄せている。彼はシル

ホイール専門であり、最初からサーカス全 

般を「教える」ことに不安を抱えていた。こ

の一年は、生徒と自分と試行錯誤しなが

らの授業であったと述べて、ついてきてく

れた生徒たちに「ありがとう」の書いている

のが印象的だった。また構成・演出した今

回の発表会については、 

「練習では努力していろいろ悩んだりして

いる姿と、ステージで輝いてパフォーマン

スしている姿が相まってグッときました。今

まで発表会を見てきて、初めての感情で

した。」と書いている。この言葉通り、とても

温かい発表会だった。 

 また理事長の西田敬一さんは劇場を作

りたいという夢について書いている。それ

も、なんとガザに作りたいと言う。なにを突

飛なことを、と思ったが、西田さんは次の

ように述べている。 

国際サーカス村では、最初に、資料

館、学校、そして劇場を作るという構想が

あった。二十数年を経て、最初の二つは

実現したが、いまだ劇場は手つかず。し

かし、そのあいだにサーカスをとりまく状

況は大きく変った。必ずしも曲芸や軽業を

演じなくても、少しでもアクロバット的な要

素のあるショーは「サーカス」と名乗るし、

大道芸や野天のイベントは“青空の下の

劇場”というような意味で、演芸ですらなく

ても「サーカス」と称することも少なくない。

同時にそれらの多くが商業ベースである

ことに困惑しているとも述べる。 

一方、世界は各地に紛争が勃発し、ガ

ザではジェノサイドが行われている。“青

空の下の劇場”というなら、ガザにもサー

カス劇場ができるのではないか、と西田さ

んはいう。つまり「直径五十ｾﾝﾁの土地を

手に入れ、そこに劇場の柱の最初の一本

を立てることができれば」「それが和平へ

の道のひとつにつながるのではないか」と

いうのだ。「武力ではなく、文化・芸術によ

る解決の方法を模索することは、私たちが

求めなければならないこと」だと西田さん

は訴える。 

 かつてカンボジアにフランスのサーカス

芸人がコミットした事実がある。またスペイ

ンの孤児たちを保護したキリスト教会が子

どもサーカスを組織して世界を回ったこと

もある。それを考えればあながち荒唐無

稽と片付けるべきではないだろう。「忌憚

のないご意見をお聞かせください」と書い

ている。 
 


